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(54)【発明の名称】 様々な部位の温度測定用の赤外線温度計

(57)【要約】
【課題】  本発明は、様々な測定部位、例えばヒトの前
頭または耳で、体温を決定するのに適する赤外線温度計
および温度計算方法を得る。
【解決手段】  赤外線温度計１は、取外し可能なプロー
ブ・ヘッド５を取り付けるための装置を含む。様々な測
定部位に合うように適応され、プローブ・チップ２上に
取付け可能な、様々なプローブ・ヘッド５を装備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  赤外センサと、赤外放射が測定部位から
赤外センサに進行することを可能にする放射入口開口を
含むプローブ・チップとを有する赤外線温度計であっ
て、
プローブ・チップ（２）上に取付可能なプローブ・ヘッ
ド（５）を追加的に含むことを特徴とする赤外線温度
計。
【請求項２】  赤外センサと、赤外放射が測定部位から
赤外センサに進行することを可能にする放射入口開口と
を含む赤外線温度計であって、
温度計（１）に取外し可能に取付可能なプローブ・チッ
プ（２）および／またはプローブ・ヘッド（５）を含む
ことを特徴とする赤外線温度計。
【請求項３】  プローブ・ヘッド（５）および／または
プローブ・チップ（２）が、少なくとも１つの空間的平
面で旋回可能であることを特徴とする、請求項１または
２に記載の赤外線温度計。
【請求項４】  赤外線温度計がプローブ・ヘッド（５）
が取り付けられたときに起動可能な第１スイッチ（３）
を含むこと、および温度測定値からの温度指示値の計算
が前記第１スイッチ（３）の起動によって影響されるこ
とを特徴とする、請求項１、２または３に記載の赤外線
温度計。
【請求項５】  赤外線温度計が、保護カバー（６）がプ
ローブ・チップ（２）上に取り付けられたときに起動可
能な第２スイッチ（４）を含むこと、および温度測定値
からの温度指示値の計算が前記第２スイッチ（４）の起
動によって影響されることを特徴とする、請求項１また
は２に記載の赤外線温度計。
【請求項６】  プローブ・ヘッド（５）が、赤外放射の
ための開口を含むことを特徴とする、請求項１または２
に記載の赤外線温度計。
【請求項７】  プローブ・ヘッド（５）の幾何学的形状
が、測定部位を環境から発散される赤外放射から遮蔽す
るように選択されることを特徴とする、請求項６に記載
の赤外線温度計。
【請求項８】  温度測定中に測定部位から遠隔の端に位
置するプローブ・ヘッド（５）の表面（８）が漏斗形の
形状であることを特徴とする、請求項７に記載の赤外線
温度計。
【請求項９】  プローブ・ヘッド（５）の開口が、赤外
放射を透過する窓（９）によって閉鎖させることを特徴
とする、請求項６に記載の赤外線温度計。
【請求項１０】  少なくとも１つのパラメータ（ｄ０；
ｄ１；ｄ２；ｄ３；ｄ４）、放射測定によって決定され
る皮膚温度（Ｔｂ）、および環境温度（Ｔａ）から体温
（Ｔ）を決定する方法であって、
体温が次式：
T=Tb+d0+d1(Tb-Ta)+d2(Tb-Ta)2+d3(Tb-Ta)(d4-Tb)
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を適用して計算されることを特徴とする方法。
【請求項１１】  放射測定が赤外線温度計により実行さ
れること、およびパラメータ（ｄ０；ｄ１；ｄ２；ｄ
３；ｄ４）が赤外線温度計の校正中に決定されることを
特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】  パラメータ（ｄ３；ｄ４）の少なくと
も１つが、皮膚温度に対する体温の非線形的影響を考慮
することを特徴とする、請求項１０または１１に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、様々な部位の温度
測定用の赤外線温度計に関し、さらに詳しくは、人体の
様々な部位で測定した示度から体温を決定することがで
きる赤外放射温度計、およびそれを可能にする方法に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】体温を決定するための赤外線温度計は、
数年間使用されている。最も幅広く知られている中に、
ヒトの耳内の温度を測定する赤外線温度計がある。その
ような赤外線温度計は、ＥＰ  ０  ３８８  ４６３から
知られている。それは、測定部位から放出される赤外放
射を測定する赤外放射センサと、放射センサの温度を測
定する周囲温度センサとを含む。体温を決定するために
は、両方のセンサの信号が必要である。耳は外部の影響
を確実に防止しながら同時に容易にアクセスできること
を考慮すると、この装置により正確な体温示度が一般的
に得られる。しかし、外耳道の温度勾配のゆえに、測定
温度は、温度計をいかに操作するかによって変化する。
これは、温度計のプローブの比較的大きい直径のため
に、温度計が外耳道内にぴったり嵌まらない小さい子供
の場合には特に、問題を生じる。発生しうる追加的不正
確さは、外耳道における耳垢の存在または汚染された保
護カバーの使用に起因する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】腋窩または皮膚表面の
温度測定に適する赤外線温度計もまた、市販されてい
る。体温を腋窩または前頭または側頭領域で測定する場
合、外的影響による測定の不正確さが頻繁に発生する。
臨床試験から、口腔または直腸示度との差は、ここでは
耳内の温度測定より大きいことが明らかになった。
【０００４】「ナショナルＤＭ－Ｔ２Ｓ」または「ＤＭ
－Ｔ２Ａ」の名称で市販されている赤外線温度計は、異
なる外径を有する幾つかの取外し可能なプローブ・ヘッ
ドを含む。したがってこの温度計は、放射入口開口と、
プローブ・ヘッドを装着するための装置だけを有し、温
度測定の前に適切なプローブ・ヘッドを選択することが
必要になる。
【０００５】本発明の目的は、人体の様々な部位で測定
した示度から体温を決定することができる赤外放射温度
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計、およびそれを可能にする方法を提供することであ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は、例えばヒトの
耳、口、前頭、皮膚、側頭、直腸、または腋窩をはじめ
とする様々な部位の温度測定に適している赤外線温度計
に関する。しかし、この温度計は、口腔、直腸、または
腋窩測定用の接触温度計とは対照的に、特定の測定部位
に合うように適応させる必要がある。耳内の測定には、
耳の直径に合う大きさのプローブ・ヘッドが必要であ
る。さらに、この場合、保護カバーを使用することが有
利である。
【０００７】皮膚表面、例えば前頭または側頭で測定す
る場合、皮膚表面における赤外放射の反射によって導入
される誤差を最小化するための手段を設けることが有利
である。１つの可能性として、測定部位の遮蔽および適
切な成形された鏡による赤外放射の後方反射が含まれ
る。しかし、測定部位がプローブ・ヘッドによって遮蔽
されて、皮膚によって反射される放射成分が環境からで
はなく、プローブ・ヘッド自体から発散している場合に
は、鏡なしですますことができる。次いで、既知のプロ
ーブ・ヘッド温度により、測定放射温度を相応して補正
することができる。前頭または側頭での測定中は、温度
計を皮膚表面全体にわたって動かすという意味で、主領
域を走査し、かつこの操作中に測定された最大温度値を
体温のその後の計算に使用することが賢明である。皮膚
のそのような測定には、保護カバーは全く必要ない。
【０００８】本発明の体温計は、技術上周知の方法で、
赤外放射センサと、周囲温度センサとを含む。本発明の
方法では、温度計によって示される体温Ｔは、皮膚温度
に特に強い影響を持つ測定された周囲温度Ｔａ、周囲温
度センサおよび放射センサの信号から技術上周知の方法
で放射測定によって決定される温度Ｔｂ、および温度計
の事前の校正中に決定されたパラメータに依存して計算
される。身体の様々な位置で測定された温度示度を適切
に比較できるためには、対応する計算手段によって口
腔、直腸、または核心温度等価値を出すことが適切であ
る。体温Ｔは、例えば下に掲げる公式を適用することに
よって計算される。式中、ｄ０、ｄ１、ｄ２、ｄ３、お
よびｄ４は識別されたパラメータである。この式は、例
えば皮膚によって反射される放射成分を考慮することも
可能にする。皮膚温度または外耳道の温度に対する体温
の非線形的影響は、パラメータｄ３およびｄ４によって
考慮することができる。高熱を出している患者の場合、
その後の血流の改善により、身体の表面温度の周囲温度
への依存性が、熱のない患者の場合より弱くなるので、
これは好都合である。
T=Tb+d0+d1(Tb-Ta)+d2(Tb-Ta)2+d3(Tb-Ta)(d4-Tb)
以下、本発明の実施形態を、図に基づきさらに詳細に説
明する。
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【０００９】
【発明の実施の形態】本発明の赤外線温度計の第１実施
形態を、図１に概略的に示す。この図は、耳内で測定す
るように構成されており、かつヒトの前頭で示度を測定
するのに適するように成形したプローブ・ヘッド５をそ
れに付着させるように適応させたプローブ・チップ２を
有する温度計１を表す。これを行うには、温度計算法お
よび幾つかのパラメータを耳モードから前頭モードに切
り換えさせる第１スイッチ３を起動する。さらになお、
測定時間が例えば１秒から５秒に長くなり、使用者に温
度計を前頭／側頭全体にわたって移動させる充分な時間
を与える。温度計は測定された最大温度を示すので、好
都合である。
【００１０】任意選択的に、赤外線温度計１のプローブ
・チップ２に、耳内の測定を実行するための保護カバー
６、または前頭での測定用のプローブ・ヘッド５を取り
付けるか、あるいは保護カバー６を最初に取り付けて、
カバーの上にプローブ・ヘッド５を設置することが可能
である。第２スイッチ４は、保護カバー６の有無を検出
する。測定方法および評価に使用されるパラメータは、
第１および第２スイッチによって適切に選択される。ま
た、２つのスイッチの代わりに単一２段スイッチを用い
ることも可能である。
【００１１】本発明の赤外線温度計の第２実施形態で
は、温度計に放射入口開口および締結装置を当業界で周
知の方法で設ける。締結装置への取付に適しているもの
として、外耳道で温度示度を測定するためのプローブ・
チップだけでなく、比較的大きい皮膚表面で温度示度を
測定するためのプローブ・ヘッド５もある。
【００１２】両方の実施形態において、プローブ・ヘッ
ド５は、赤外放射が測定部位から温度計の放射入口開口
まで進行することを可能にする開口を有する。放射入口
開口の汚染を防止するために、プローブ・ヘッド５の開
口は、赤外放射を透過する窓９によって閉鎖することが
できる。ヒトの前頭の温度示度を測定するためのプロー
ブ・ヘッド５の表面８は、皮膚から温度計に反射される
環境から発散される赤外放射によって測定結果が改変さ
れるのを防止するために、測定部位から遠隔の端が漏斗
形の形状であることが好ましい。
【００１３】ここで記載する温度計は、以下の特に有利
な性質を有している。
・この温度計は、様々な部位、例えば耳の中、前頭、ま
たは側頭で体温測定を実行するのに適している。
・プローブ・チップまたはプローブ・ヘッドは、様々な
測定部位に対して最適に適応される。
・プローブ・チップまたはプローブ・ヘッドの交換は、
体温を計算するための方法のパラメータの切替えを自動
的に含む。
【００１４】正確な皮膚温度示度を得るためには、皮膚
全体の走査中にも、放射が環境から温度計内に反射でき
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ないことを確実にすることが重要である。さらに、適正
かつ均一な局所温度分解能を達成するためには、温度計
によって感知される測定スポットはできるだけ小さく、
かつ一定の大きさでなければならない。したがって、皮
膚に対する温度計の相対距離および皮膚と温度計との間
の角度を、測定中、一致に維持することが必要である。
両方の要件は、測定中、常に皮膚と係合する可動プロー
ブ・ヘッドによって満たすことができる。温度計が移動
するにつれて、温度計１と皮膚表面との間の角度が変化
する場合でも、プローブ・ヘッド５は皮膚表面の輪郭に
従う。
【００１５】図２は、このような温度計を概略的に示
す。プローブ・ヘッド５は、継手７を介して赤外線温度
計１のプローブ・チップ２と接続される。赤外線温度計
の赤外センサは、皮膚の小さい測定スポットを感知す *

6
*る。赤外放射は、適切な光学装置（赤外ファイバ、金属
管、鏡、レンズ）を通過してセンサに達する。半球形の
プローブ・ヘッド５は、環境からの赤外放射の侵入を防
止し、同時にセンサと皮膚との間の一定距離を維持す
る。可動プローブ・ヘッド５を取り外す（かつ、該当す
る場合には別のプローブ・ヘッドと交換する）ことによ
り、皮膚温度計を耳温度計に変換することができる。
【００１６】図示しない本発明の赤外線温度計の実施形
態では、プローブ・チップ２は旋回可能に赤外線温度計
に取り付けられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態による赤外線温度計を示
す概略図である。
【図２】本発明による赤外線温度計に使用状態を示す概
略図である。

【図１】 【図２】
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